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(57)【要約】
【課題】見込み寸法が増大したり、操作が煩雑になる事
態を招来することなく換気効率の向上及び異物の侵入を
防止する。
【解決手段】内部パネル３０を開閉させた際に内部リン
ク部材５２、スライダ５０及び外部リンク部材５３を介
して外部パネル２０を連動させる換気装置であって、ス
ライダ５０は横枠１３，１４の見込み寸法を二等分する
中心よりも室内側に偏った位置を移動するように配設さ
れ、横枠１３，１４にはスライダ５０と外部パネル２０
との間となる部位からスライダ５０を超えて互いに対向
するようにヒレ状部分１３ｄ，１４ｄが設けられ、ヒレ
状部分１３ｄ，１４ｄの互いに対向する縁部の間に網状
体４０が配設され、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄには外部
リンク部材５３が貫通するスリット１３ｍ，１４ｍが設
けられ、かつヒレ状部分１３ｄ，１４ｄよりも室外側と
なる部位にスリット１３ｍ，１４ｍを覆い隠すように刷
毛状部材６０が設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに平行に配置される２つの第１方向枠材及びこれら第１方向枠材に直交する方向に
沿って配置される２つの第２方向枠材によって矩形の枠状に構成された枠体と、
　戸先及び吊り元となる縁部が前記第１方向枠材に対応して配置され、戸先となる縁部が
室外に突出する状態で前記枠体に開放可能に支持された外部パネルと、
　戸先及び吊り元となる縁部が前記第１方向枠材に対応して配置され、戸先となる縁部が
室内に突出する状態で前記枠体に開放可能に支持された内部パネルと、
　前記外部パネル及び前記内部パネルの間において前記枠体の開口を覆うように設けられ
た網状体と、
　前記第２方向枠材において前記網状体よりも室内側となる部位にそれぞれ前記第２方向
枠材の長手方向に沿って移動可能に配設されたスライダと、
　前記スライダ及び前記外部パネルを接続する外部リンク部材と、
　前記スライダ及び前記内部パネルを接続する内部リンク部材と
　を備え、前記内部パネルを開閉させた際に前記内部リンク部材を介して前記スライダを
スライドさせることにより、前記外部リンク部材を介して前記外部パネルを連動させるよ
うにした換気装置であって、
　前記スライダは、前記第２方向枠材の見込み寸法を二等分する中心よりも室内側に偏っ
た位置を移動するように配設されており、
　前記第２方向枠材には、前記スライダと前記外部パネルとの間となる部位から前記スラ
イダを超えて互いに対向するようにヒレ状部分が設けられ、前記ヒレ状部分の間に前記網
状体が配設されており、
　前記ヒレ状部分には、前記外部リンク部材が貫通するスリットが設けられ、かつ前記ス
リットを覆い隠す一方、前記外部リンクの通過を許容する塞ぎ部材が設けられていること
を特徴とする換気装置。
【請求項２】
　前記枠体の内部において前記網状体と前記外部パネルとの間となる部位には、前記枠体
の開口を覆うようにガラリユニットが設けられていることを特徴とする請求項１に記載の
換気装置。
【請求項３】
　前記塞ぎ部材は、前記外部リンク部材の一方の表面側に設けた第１塞ぎ部と、前記外部
リンク部材の他方の表面側に設けた第２塞ぎ部とを備え、前記第１塞ぎ部の先端部と、前
記第２塞ぎ部の先端部とが互いに接触するように配設されていることを特徴とする請求項
１に記載の換気装置。
【請求項４】
　前記スライダは、前記第２方向枠材の長手方向に沿って設けられたレールをガイドとし
て前記第２方向枠材に対して摺動可能に配設されていることを特徴とする請求項１に記載
の換気装置。
【請求項５】
　前記レールには、前記スライダの移動を制限するストッパブロックが設けられているこ
とを特徴とする請求項４に記載の換気装置。
【請求項６】
　前記ストッパブロックには、前記スライダが当接した場合に前記スライダの離隔移動を
規制する係合部材が設けられていることを特徴とする請求項５に記載の換気装置。
【請求項７】
　前記第１方向枠材には、前記第２方向枠材のヒレ状部分に対応する部位にヒレ状部分が
設けられ、
　前記枠体には、前記第１方向枠材のヒレ状部分と前記第２方向枠材のヒレ状部分との延
在縁部の間に内部開口が設けられ、前記網状体は、前記内部開口を覆うように設けられて
おり、
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　前記内部パネルには、前記内部開口に対向する部位に室外側に向けて突出する突出部が
設けられ、
　前記内部開口の周囲と前記突出部との間には、無端状のタイト材が設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、換気装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の建築物には、窓を開けずに室内と室外とで換気を行うための換気装置を備えるも
のがある。換気装置は、主たる窓に対して連窓や段窓という形で付設されるものである。
例えば、連窓用の換気装置としては、窓に比べて左右の幅が小さく構成された枠体と、室
内側において枠体の開口を開閉する内部パネルとを備えたものが提供されている。この種
の換気装置を備える建築物によれば、防犯上の問題を招来することなく夜間や留守の際に
も内部パネルを開放してナイトパージを行うことができるようになり、空調負荷の低減を
図ることが可能となる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１９０６８２号公報
【特許文献２】実開昭６２－１６３２８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の換気装置においては、外部パネルが枠体の表面に沿って固定されたも
のであるため、換気効率の点で必ずしも好ましいとはいえない。換気の効率を向上させる
方法としては、外部パネルを室外側に向けて開閉できるように構成することが考えられる
。すなわち、外部パネルを室外側に突出させることができれば、室外の空気を効率良く室
内に導入することが可能となる。
【０００５】
　一方、昆虫等の異物が室内に侵入するのを防止するには、網戸等の網状体によって枠体
の開口を覆う必要がある。しかしながら、上述のように外部パネルを開閉可能に構成した
場合には、網戸を開いた後に外部パネルを操作し、その後、さらに網戸を閉じる必要があ
り、操作が煩雑となる。網戸を操作することなく外部パネルを操作する方法としては、内
部パネルと外部パネルとをリンク機構によって連係させることが考えられる（例えば、特
許文献２参照）。しかしながら、枠体の内部に外部パネル、網状体、リンク機構及び内部
パネルを配設した場合には、見込み寸法を増大する必要があり、取付位置が制限される事
態を招来することになる。
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑みて、見込み寸法が増大したり、操作が煩雑になる事態を招来
することなく換気効率の向上及び異物の侵入を防止することのできる換気装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る換気装置は、互いに平行に配置される２つの第
１方向枠材及びこれら第１方向枠材に直交する方向に沿って配置される２つの第２方向枠
材によって矩形の枠状に構成された枠体と、戸先及び吊り元となる縁部が前記第１方向枠
材に対応して配置され、戸先となる縁部が室外に突出する状態で前記枠体に開放可能に支
持された外部パネルと、戸先及び吊り元となる縁部が前記第１方向枠材に対応して配置さ
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れ、戸先となる縁部が室内に突出する状態で前記枠体に開放可能に支持された内部パネル
と、前記外部パネル及び前記内部パネルの間において前記枠体の開口を覆うように設けら
れた網状体と、前記第２方向枠材において前記網状体よりも室内側となる部位にそれぞれ
前記第２方向枠材の長手方向に沿って移動可能に配設されたスライダと、前記スライダ及
び前記外部パネルを接続する外部リンク部材と、前記スライダ及び前記内部パネルを接続
する内部リンク部材とを備え、前記内部パネルを開閉させた際に前記内部リンク部材を介
して前記スライダをスライドさせることにより、前記外部リンク部材を介して前記外部パ
ネルを連動させるようにした換気装置であって、前記スライダは、前記第２方向枠材の見
込み寸法を二等分する中心よりも室内側に偏った位置を移動するように配設されており、
前記第２方向枠材には、前記スライダと前記外部パネルとの間となる部位から前記スライ
ダを超えて互いに対向するようにヒレ状部分が設けられ、前記ヒレ状部分の間に前記網状
体が配設されており、前記ヒレ状部分には、前記外部リンク部材が貫通するスリットが設
けられ、かつ前記スリットを覆い隠す一方、前記外部リンクの通過を許容する塞ぎ部材が
設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　この発明によれば、ヒレ状部分を設けることによって枠体の開口寸法が実質的に小さく
なり、この小さくなった開口を対象として網状体や内部パネルを構成することで、スライ
ダに対して内部パネルや網状体を見付け方向において重なるように配置することができる
。しかも、外部パネルとスライダとを接続する外部リンクは、ヒレ状部分に設けたスリッ
トを貫通するように設けてある。さらには、ヒレ状部分のスリットは、塞ぎ部材によって
覆い隠すようにしている。従って、枠体の見込み寸法を増大することなく外部パネル、網
状体、リンク機構及び内部パネルを配設することが可能となり、見込み寸法が増大したり
、操作が煩雑になる事態を招来することなく外部パネルの開閉を行うことができ、換気効
率の向上及び異物の侵入を防止することができるようになる。
【０００９】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記枠体の内部において前記網状体と前記
外部パネルとの間となる部位には、前記枠体の開口を覆うようにガラリユニットが設けら
れていることを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、外部パネルを開いた場合にもガラリユニットによって室外の水が室
内側に浸入する事態を防止することができるため、降雨時においても換気を行うことが可
能となる。しかも、ガラリユニットについても枠体の小さくなった開口を対象として構成
することができるため、外部リンク部材と干渉することなく枠体の内部に配設することが
可能となる。さらに、スライダが第２方向枠材の見込み寸法を二等分する中心よりも室内
側に偏った位置を移動するように配設されているため、枠体の見付け寸法を増大すること
なくスライダよりも室外側となる部分にガラリユニットを収容する空間を確保することが
できる。
【００１１】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記塞ぎ部材は、前記外部リンク部材の一
方の表面側に設けた第１塞ぎ部と、前記外部リンク部材の他方の表面側に設けた第２塞ぎ
部とを備え、前記第１塞ぎ部の先端部と、前記第２塞ぎ部の先端部とが互いに接触するよ
うに配設されていることを特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、ヒレ状部分のスリットにおいて外部リンク部材が貫通する部分にお
いても第１塞ぎ部及び第２塞ぎ部によって両側部分が塞がれることになり、異物の侵入を
より確実に防止することができる。
【００１３】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記スライダは、前記第２方向枠材の長手
方向に沿って設けられたレールをガイドとして前記第２方向枠材に対して摺動可能に配設
されていることを特徴とする。
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【００１４】
　この発明によれば、レールに沿ってスライダが摺動することにより、外部リンク部材及
び内部リンク部材を介して外部パネル及び内部パネルが連動する。
【００１５】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記レールには、前記スライダの移動を制
限するストッパブロックが設けられていることを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、スライダをストッパブロックに当接させることにより、外部パネル
及び内部パネルの開き角度を制限することができる。
【００１７】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記ストッパブロックには、前記スライダ
が当接した場合に前記スライダの離隔移動を規制する係合部材が設けられていることを特
徴とする。
【００１８】
　この発明によれば、スライダをストッパブロックの係合部材に係合させることにより、
外部パネル及び内部パネルを開いた状態に維持することができる。
【００１９】
　また本発明は、上述した換気装置において、前記第１方向枠材には、前記第２方向枠材
のヒレ状部分に対応する部位にヒレ状部分が設けられ、前記枠体には、前記第１方向枠材
のヒレ状部分と前記第２方向枠材のヒレ状部分との延在縁部の間に内部開口が設けられ、
前記網状体は、前記内部開口を覆うように設けられており、前記内部パネルには、前記内
部開口に対向する部位に室外側に向けて突出する突出部が設けられ、前記内部開口の周囲
と前記突出部との間には、無端状のタイト材が設けられていることを特徴とする。
【００２０】
　この発明によれば、内部開口の周囲と内部パネルの突出部との間に設けたタイト材によ
って気密性が確保される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、ヒレ状部分を設けることによって枠体の開口寸法が実質的に小さくな
り、この小さくなった開口を対象として網状体や内部パネルを構成することで、スライダ
に対して内部パネルや網状体を見付け方向において重なるように配置することができる。
しかも、外部パネルとスライダとを接続する外部リンクは、ヒレ状部分に設けたスリット
を貫通するように設けてある。さらには、ヒレ状部分のスリットは、刷毛状部材によって
覆い隠すようにしている。従って、枠体の見込み寸法を増大することなく外部パネル、網
状体、リンク機構及び内部パネルを配設することが可能となり、見込み寸法が増大したり
、操作が煩雑になる事態を招来することなく外部パネルの開閉を行うことができ、換気効
率の向上及び異物の侵入を防止することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態である換気装置の縦断面図である。
【図２】図２は、図１に示した換気装置を示すもので、内部パネル及び外部パネルを閉じ
た状態の横断面図である。
【図３】図３は、図１に示した換気装置を示すもので、内部パネル及び外部パネルを開い
た状態の横断面図である。
【図４】図４は、図１に示した換気装置の要部を示すもので、内部パネル及び外部パネル
が閉じた状態においてスライダ、内部リンク部材及び外部リンク部材との関係を示した横
断面図である。
【図５】図５は、図１に示した換気装置の要部を示すもので、内部パネル及び外部パネル
が開いた状態においてスライダ、内部リンク部材及び外部リンク部材との関係を示した横
断面図である。
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【図６】図６は、図１に示した換気装置の設置例を室内側から見た図である。
【図７】図７は、図１に示した換気装置の設置例を室外側から見た図である。
【図８】図８は、図１に示した換気装置に適用するガラリユニットの平面図である。
【図９】図９は、図８に示したガラリユニットの横断面図である。
【図１０】図１０は、図８に示したガラリユニットを室内側から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、添付図面を参照しながら本発明に係る換気装置の好適な実施の形態について詳細
に説明する。
【００２４】
　図１～図５は、本発明の実施の形態である換気装置を示したものである。ここで例示す
る換気装置１００は、図６及び図７に示すように、室内側から見た場合にＦＩＸ窓（嵌め
殺し窓）１の右側方に連窓する形で取り付けられるものである。本実施の形態では、上下
に沿った寸法がＦＩＸ窓１と同一で、左右に沿った寸法がＦＩＸ窓１に対して１／８程度
となる換気装置１００を例示している。
【００２５】
　図１～図５に示すように、換気装置１００は、枠体１０、外部パネル２０及び内部パネ
ル３０を備えている。枠体１０は、室内側から見て右側に位置する右縦枠（第１方向枠材
）１１と、室内側から見て左側に位置する左縦枠（第１方向枠材）１２との間に上枠（第
２方向枠材）１３及び下枠（第２方向枠材）１４を配設することによって構成してある。
右縦枠１１及び左縦枠１２は、それぞれが見込み方向に沿って上下に延在する平板状の縦
枠基部１１ａ，１２ａを有して構成したものである。上枠１３及び下枠１４は、外周側と
なる外周枠部１３Ａ，１４Ａと、内周側となる内周枠部１３Ｂ，１４Ｂとを有して構成し
たものである。外周枠部１３Ａ，１４Ａは、見込み方向に沿った寸法が右縦枠１１及び左
縦枠１２とほぼ同一となるように構成したものである。
【００２６】
　ここで、見込み方向とは、図中の矢印Ａで示すように、換気装置１００の奥行きに沿っ
た方向である。見込み方向に沿った面については見込み面と称する場合がある。見込み方
向に沿った寸法については見込み寸法と称する場合がある。また、見付け方向とは、上枠
１３や下枠１４等のように水平に沿って配置される部材の場合は見込み方向に直交した上
下に沿う方向であり、右縦枠１１や左縦枠１２等のように上下に沿って配置される部材の
場合は見込み方向に直交した水平に沿う方向である。見付け方向に沿った面については、
見付け面と称する場合がある。見付け方向に沿った寸法については、見付け寸法と称する
場合がある。
【００２７】
　外部パネル２０及び内部パネル３０は、枠体１０の内部に配置することのできる外形寸
法を有した矩形のプレート状を成すものである。これら外部パネル２０及び内部パネル３
０は、それぞれが形材ヒンジ２０Ｈ，３０Ｈによって右縦枠１１の縦枠基部１１ａに回転
可能に支持してある。より具体的に説明すると、外部パネル２０は、上下に沿って延在す
る一方の縁部と、縦枠基部１１ａにおいて室外側に位置する縁部との間に構成した形材ヒ
ンジ２０Ｈによって右縦枠１１に支持され、上下に沿った軸芯を中心として室外側に回転
することにより枠体１０の開口を開閉可能である。同様に、内部パネル３０は、上下に沿
って延在する一方の縁部と、縦枠基部１１ａにおいて室内側に位置する縁部との間に構成
した形材ヒンジ３０Ｈによって右縦枠１１に支持され、上下に沿った軸芯を中心として室
内側に回転することにより枠体１０の開口を開閉可能である。
【００２８】
　外部パネル２０の室内に臨む内表面２０ａには補強ヒレ部２０ｂが設けてあり、内部パ
ネル３０の室外に臨む内表面３０ａには突出部３０ｂが設けてある。補強ヒレ部２０ｂは
、外部パネル２０の周縁部四周からそれぞれ室内側に向けて枠状に構成したものである。
突出部３０ｂは、内部パネル３０の周縁部四周からそれぞれ室外側に向けて内部壁部３０
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ｂ１を枠状に設けるとともに、内部壁部３０ｂ１によって囲まれる空間の開口を閉塞する
ように蓋板部３０ｂ２を設けることによって直方体状に構成したものである。突出部３０
ｂの内部壁部３０ｂ１は、外部パネル２０の補強ヒレ部２０ｂよりも内部パネル３０の中
心側となる部分から突出し、補強ヒレ部２０ｂよりも大きな突出寸法を有するように設け
てある。内部パネル３０の内部壁部３０ｂ１において左縦枠１２の縦枠基部１２ａに対向
する部分には、ロックピン３１が設けてある。このロックピン３１は、内部パネル３０に
設けたハンドル３０Ｔの操作により、上下に沿って移動することが可能である。
【００２９】
　以下、換気装置１００の要部となる構成について説明し、併せて本願の特徴部分につい
て詳述する。図からも明らかなように、右縦枠１１の縦枠基部１１ａには、左縦枠１２に
対向する内周側の見込み面１１ｂに内部パネル当接部１１ｃ及びヒレ状部分１１ｄがそれ
ぞれ一体に設けてある。同様に、左縦枠１２の縦枠基部１２ａには、右縦枠１１に対向す
る内周側の見込み面１２ｂに内部パネル当接部１２ｃ及びヒレ状部分１２ｄがそれぞれ一
体に設けてある。
【００３０】
　右縦枠１１の内部パネル当接部１１ｃ及び左縦枠１２の内部パネル当接部１２ｃは、そ
れぞれ縦枠基部１１ａ，１２ａから内周側に突出した部分であり、内部パネル３０を閉じ
た場合に個々の突出縁部が内部パネル３０の内表面３０ａに対向するように構成してある
。内部パネル当接部１１ｃ，１２ｃの突出縁部において内部パネル３０の内表面３０ａに
対向する部分には、それぞれ水密材装着溝１１ｅ，１２ｅが設けてある。図からも明らか
なように、左縦枠１２の内部パネル当接部１２ｃには、その突出端部に、内部パネル３０
に設けたロックピン３１が係合可能となるロックプレート３２が取り付けてある。
【００３１】
　右縦枠１１のヒレ状部分１１ｄ及び左縦枠１２のヒレ状部分１２ｄは、それぞれ縦枠基
部１１ａ，１２ａの見込み寸法をほぼ二等分する位置から内周側に向けて突出した薄板状
部分である。図からも明らかなように、ヒレ状部分１１ｄ，１２ｄは、内部パネル当接部
１１ｃ，１２ｃを超えて内周側に突出し、内部パネル３０を閉じた場合に、個々の突出縁
部が突出部３０ｂに対向するように構成してある。ヒレ状部分１１ｄ，１２ｄの突出縁部
には、タイト材装着溝１１ｆ，１２ｆ及び網収容凹部１１ｇ，１２ｇが設けてある。タイ
ト材装着溝１１ｆ，１２ｆは、ヒレ状部分１１ｄ，１２ｄにおいて突出部３０ｂに対向す
る部分が開口するように形成したものである。網収容凹部１１ｇ，１２ｇは、ヒレ状部分
１１ｄ，１２ｄから室外側に向けて突出するように設けた部分であり、互いに対向する部
分が開口している。
【００３２】
　一方、上枠１３の内周枠部１３Ｂ及び下枠１４の内周枠部１４Ｂは、それぞれ内部パネ
ル当接部１３ｃ，１４ｃ及びヒレ状部分１３ｄ，１４ｄを有して構成してある。内部パネ
ル当接部１３ｃ，１４ｃは、右縦枠１１や左縦枠１２に設けたものと同様、枠体１０の内
周側に突出した部分であり、内部パネル３０を閉じた場合に個々の突出縁部が内部パネル
３０の内表面３０ａに対向するように構成してある。内部パネル当接部１３ｃ，１４ｃの
突出縁部において内部パネル３０の内表面３０ａに対向する部分には、それぞれ水密材装
着溝１３ｅ，１４ｅが設けてある。図には明示していないが、内周枠部１３Ｂ，１４Ｂに
設けた水密材装着溝１３ｅ，１４ｅは、右縦枠１１の水密材装着溝１１ｅ及び左縦枠１２
の水密材装着溝１２ｅに接続して一連となるものである。これら一連の水密材装着溝１１
ｅ，１２ｅ，１３ｅ，１４ｅには、無端矩形状の水密材３３が装着してある。水密材３３
は、内部パネル３０を閉じた場合に内表面３０ａに圧接され、内部パネル３０と内部パネ
ル当接部１１ｃ，１２ｃ，１３ｃ，１４ｃとの間の水密性を確保するものである。
【００３３】
　ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄは、右縦枠１１や左縦枠１２に設けたものと同様、外周枠部
１３Ａ，１４Ａの見込み寸法をほぼ二等分する位置から内周側に向けて突出した薄板状部
分である。図には明示していないが、内周枠部１３Ｂ，１４Ｂのヒレ状部分１３ｄ，１４
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ｄは、右縦枠１１のヒレ状部分１１ｄ及び左縦枠１２のヒレ状部分１２ｄとによって枠体
１０の内部に矩形状の内部開口１０Ａを構成している。ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄは、内
部パネル当接部１３ｃ，１４ｃを超えて内周側に突出し、内部パネル３０を閉じた場合に
、個々の突出縁部が突出部３０ｂに対向している。ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄの突出縁部
には、タイト材装着溝１３ｆ，１４ｆ及び網当接部１３ｈ，１４ｈが設けてある。タイト
材装着溝１３ｆ，１４ｆは、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄにおいて突出部３０ｂに対向する
部分が開口するように形成したものである。図には明示していないが、内周枠部１３Ｂ，
１４Ｂに設けたタイト材装着溝１３ｆ，１４ｆは、右縦枠１１のタイト材装着溝１１ｆ及
び左縦枠１２のタイト材装着溝１２ｆに接続して一連となるものである。これら一連のタ
イト材装着溝１１ｆ，１２ｆ，１３ｆ，１４ｆには、無端矩形状のタイト材３４が装着し
てある。タイト材３４は、内部パネル３０を閉じた場合に、突出部３０ｂに圧接され、突
出部３０ｂとヒレ状部分１１ｄ，１２ｄ，１３ｄ，１４ｄとの間の気密性を確保するもの
である。網当接部１３ｈ，１４ｈは、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄから室外側に向けて突出
するように設けた部分であり、それぞれの端部が右縦枠１１の網収容凹部１１ｇ及び左縦
枠１２の網収容凹部１２ｇに連続している。
【００３４】
　これら網収容凹部１１ｇ，１２ｇ及び網当接部１３ｈ，１４ｈの間には、網状体４０が
配設してある。網状体４０は、矩形状を成す網体４１の両端縁部に比較的硬質のフレーム
材４２を取り付けて構成したもので、フレーム材４２を網収容凹部１１ｇ，１２ｇに収容
させ、かつ網体４１の上下両縁部をそれぞれ網当接部１３ｈ，１４ｈに当接させた状態で
ヒレ状部分１１ｄ，１２ｄ，１３ｄ，１４ｄの間に保持してある。すなわち、網状体４０
は、四周のヒレ状部分１１ｄ，１２ｄ，１３ｄ，１４ｄによって構成された矩形状の内部
開口１０Ａを覆う状態で枠体１０に配設してある。
【００３５】
　また、上枠１３の内周枠部１３Ｂ及び下枠１４の内周枠部１４Ｂには、内部パネル当接
部１３ｃ，１４ｃとヒレ状部分１３ｄ，１４ｄとの間の互いに対向する部位にガイド壁部
１３ｊ，１４ｊが設けてあるとともに、ガイド壁部１３ｊ，１４ｊの互いに対向する部位
にレール１３ｋ，１４ｋが設けてある。ガイド壁部１３ｊ，１４ｊは、内部パネル当接部
１３ｃ，１４ｃよりも外周側となる位置において見込み方向に沿って水平に延在する平板
状部分である。レール１３ｋ，１４ｋは、ガイド壁部１３ｊ，１４ｊから内周側に向けて
直交するように突出したもので、上枠１３及び下枠１４の長手方向に沿って延在している
。ガイド壁部１３ｊ，１４ｊからのレール１３ｋ，１４ｋの突出高さは、ガイド壁部１３
ｊ，１４ｊからの内部パネル当接部１３ｃ，１４ｃの突出寸法よりも小さく設定してある
。
【００３６】
　このレール１３ｋ，１４ｋには、それぞれスライダ５０及びストッパブロック５１が配
設してある。スライダ５０は、ガイド溝５０ａを有した直方体状を成し、ガイド溝５０ａ
にレール１３ｋ，１４ｋを挿入することにより、レール１３ｋ，１４ｋをガイドとして上
枠１３及び下枠１４の延在方向に沿って移動することが可能である。ガイド壁部１３ｊ，
１４ｊからのスライダ５０の突出高さは、内部パネル当接部１３ｃ，１４ｃよりもわずか
に大きく、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄよりは小さくなるように設定してある。本実施の形
態では、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄに対してほぼ１／２の突出高さを有するようにスライ
ダ５０が構成してある。
【００３７】
　それぞれのスライダ５０には、内部リンク部材５２及び外部リンク部材５３が連結して
ある。内部リンク部材５２及び外部リンク部材５３は、それぞれ板厚の小さい長尺のプレ
ート状を成すものである。これら内部リンク部材５２及び外部リンク部材５３は、それぞ
れの一方の端部がスライダ５０の内周側に位置する内表面に共通のピン部材５４を介して
取り付けてあり、スライダ５０に対して上下に沿った軸芯を中心として回転することが可
能である。内部リンク部材５２の他方の端部は、ピン部材５５を介して内部パネル３０の
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内部壁部３０ｂ１に取り付けてあり、内部壁部３０ｂ１に対して上下に沿った軸芯を中心
として回転することが可能である。
【００３８】
　本実施の形態では、内部パネル３０を閉じた場合にスライダ５０が右縦枠１１に近接し
て配置されるとともに、内部リンク部材５２の他方の端部が左縦枠１２に向けて漸次室内
側となるように傾斜延在し、内部壁部３０ｂ１において左縦枠１２に近接した部分に連結
するように構成してある。外部リンク部材５３の他方の端部は、上枠１３のヒレ状部分１
３ｄ及び下枠１４のヒレ状部分１４ｄに設けたスリット１３ｍ，１４ｍを通過して室外側
に突出し、ピン部材５６を介して外部パネル２０の補強ヒレ部２０ｂに取り付けてあり、
補強ヒレ部２０ｂに対して上下に沿った軸芯を中心として回転することが可能である。本
実施の形態では、内部パネル３０を閉じた状態で外部パネル２０を閉じた場合に、外部リ
ンク部材５３の他方の端部が左縦枠１２に向けて漸次室外側となるように傾斜延在し、補
強ヒレ部２０ｂにおいて左縦枠１２に近接した部分に連結するように構成してある。
【００３９】
　ストッパブロック５１は、レール１３ｋ，１４ｋの中間部となる位置に固定した直方状
を成すものである。このストッパブロック５１は、内部パネル３０の開閉に伴って移動す
るスライダ５０に対して当接することにより、スライダ５０の移動範囲を制限するもので
ある。本実施の形態では、内部パネル３０が室内側に向けてほぼ４０°開いた場合にスラ
イダ５０がストッパブロック５１に当接するように構成してある。なお、スライダ５０が
ストッパブロック５１に当接する位置まで移動した場合には、外部リンク部材５３を介し
て外部パネル２０が室外側に向けて開くことになる。本実施の形態では、内部パネル３０
がほぼ４０°開いた場合に、外部パネル２０がほぼ２５°開くように構成してある。
【００４０】
　ストッパブロック５１には、係合部材５７が設けてある。係合部材５７は、ストッパブ
ロック５１から右縦枠１１に向けて延在した一対の板バネによって構成したものである。
本実施の形態では、図４に示すように、内部パネル３０及び外部パネル２０が閉じている
場合、個々の先端部が互いに拡開した状態でスライダ５０の両側面に当接する長さを有す
るように係合部材５７が構成してある。一方、図５に示すように、スライダ５０がストッ
パブロック５１に当接した場合には、個々の先端部がスライダ５０において右縦枠１１に
対向する端面を超えた位置となり、互いに近接する方向に移動してスライダ５０の端面に
係合するように係合部材５７が構成してある。図５に示す状態においては、係合部材５７
のバネ力に抗するだけの力を加えない限り、係合部材５７によってストッパブロック５１
に対するスライダ５０の離隔移動が阻止されることになる。係合部材５７のバネ力に抗し
て内部パネル３０を室外側に押圧すれば、係合部材５７が互いに拡開し、再び図４に示す
状態となる。
【００４１】
　図１に示すように、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄよりも室外側となる部位には、モヘアと
称される刷毛状部材（塞ぎ部材）６０が配設してある。刷毛状部材６０は、上方から下方
に向けて配設した上方刷毛部（第１塞ぎ部）６０ａと、下方から上方に向けて配設した下
方刷毛部（第２塞ぎ部）６０ｂとによって構成したもので、互いに先端部が接触する状態
でスリット１３ｍ，１４ｍの上下に配設してある。本実施の形態では、ヒレ状部分１３ｄ
，１４ｄの全長となる部位に連続して刷毛状部材６０を配設するようにしている。
【００４２】
　さらに、上述の換気装置１００には、枠体１０の内部において網状体４０と外部パネル
２０との間となる位置にガラリユニット７０を備えている。ガラリユニット７０は、一方
の表面側に開口する吸気口７１と、他方の表面側に開口する吹出口７２との間に複数の通
気通路７３及び補助通気通路７４を構成した板厚の大きなプレート状を成すものである。
このガラリユニット７０は、吹出口７２が室内側に向けて開口し、かつ網状体４０が設け
られた内部開口１０Ａを覆う状態で枠体１０に取り付けてある。通気通路７３の吸気口７
１及び吹出口７２は、それぞれ上下に沿って縦長となるように開口し、かつ左右方向に沿
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って並設されたものである。
【００４３】
　図８～図１０に示すように、本実施の形態では、３種類の羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０
Ｃを共通の連結部品８０によって相互に連結することにより、３つの通気通路７３及び１
つの補助通気通路７４を有したガラリユニット７０が構成してある。図からも明らかなよ
うに、羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃ及び連結部品８０は、複数の平板部を有して構成し
たものである。複数の平板部は、隣接するものが互いに直角となる方向に延在するように
一体成形されたものである。羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃは、上下に沿った寸法が互い
に同一であり、連結部品８０は、上下に沿った寸法が羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃに対
して１／８程度に設定してある。
【００４４】
　ガラリユニット７０の構成要素についてより具体的に説明すると、第１羽根板７０Ａは
、見込み方向に沿って延在した平板部７０ａと、平板部７０ａの両側縁部から互いに離隔
する方向に向けて延在した一対の平板部７０ｂ及び平板部７０ｃと、個々の平板部７０ｂ
及び平板部７０ｃの延在端縁からそれぞれ平板部７０ａに対向するように延在した２つの
平板部７０ｄ及び平板部７０ｅとを有して構成してある。
【００４５】
　第２羽根板７０Ｂは、見付け方向に沿って延在した平板部７０ｆと、平板部７０ｆの一
方の縁部から延在した平板部７０ｇと、平板部７０ｆの中間となる部位から平板部７０ｇ
と平行となるように延在した平板部７０ｈとを有したものである。平板部７０ｇ及び平板
部７０ｈは、互いに同一であり、平板部７０ｄとほぼ同じ長さに設定してある。平板部７
０ｇと平板部７０ｈとの相互間隔は、平板部７０ａと平板部７０ｄとの相互間隔よりもわ
ずかに短く設定してある。
【００４６】
　第３羽根板７０Ｃは、見込み方向に沿って延在した平板部７０ｊと、平板部７０ｊの室
外側に位置する縁部から互いに離隔する方向に向けて延在した互いに長さの異なる平板部
７０ｋ及び平板部７０ｍと、短い平板部７０ｋの延在端縁から平板部７０ｊに対向するよ
うに延在した平板部７０ｎと、長い平板部７０ｍの中間部から平板部７０ｊに対向するよ
うに延在した平板部７０ｐとを有したものである。平板部７０ｊは、平板部７０ａとほぼ
同じ長さに設定してあり、平板部７０ｋは、平板部７０ｂとほぼ同じ長さに設定してある
。平板部７０ｎ及び平板部７０ｐは、互いに同一であり、平板部７０ｄとほぼ同じ長さに
設定してある。平板部７０ｊと平板部７０ｍとの相互間隔及び平板部７０ｊと平板部７０
ｐとの相互間隔は、互いに同一であり、平板部７０ａと平板部７０ｄとの相互間隔とほぼ
同じ長さに設定してある。
【００４７】
　連結部品８０は、見込み方向に沿って延在した平板部８０ａと、平板部８０ａの両側縁
部から互いに同一方向に向けて延在した一対の平板部８０ｂ及び平板部８０ｃと、一方の
平板部８０ｂから平板部８０ａに対向するように延在した平板部８０ｄと、平板部８０ａ
の中間部から平板部８０ｂとは反対側となる方向に延在した平板部８０ｅと、平板部８０
ｅの延在端部から平板部８０ｄに対向する側に延在した平板部８０ｆとを有したものであ
る。平板部８０ａは平板部７０ａよりもわずかに短く、平板部８０ｂ及び平板部８０ｃは
平板部７０ｂのほぼ１／２の延在長さに設定してある。平板部８０ｅは、平板部８０ｂと
ほぼ同じ延在長さを有し、平板部８０ｆは平板部８０ｄとほぼ同じ延在長さに設定してあ
る。平板部８０ａ、平板部８０ｂ及び平板部８０ｄによって囲まれる部分には、ネジを螺
合することのできるビスホール８０ｇが構成してある。
【００４８】
　本実施の形態では、２つの第１羽根板７０Ａ、２つの第２羽根板７０Ｂ及び１つの第３
羽根板７０Ｃと４つの連結部品８０とによって上述のガラリユニット７０が構成してある
。すなわち、２つの第１羽根板７０Ａに対しては、それぞれの平板部７０ｂ及び平板部７
０ｄの入隅となる部分に平板部８０ｂ及び平板部８０ｄを当接し、平板部７０ｄを介して



(11) JP 2018-155012 A 2018.10.4

10

20

30

40

50

平板部８０ｄに連結ネジ８１を螺合することによって連結部品８０が取り付けてある。第
３羽根板７０Ｃに対しては、平板部７０ｋ及び平板部７０ｎの入隅となる部分に平板部８
０ｂ及び平板部８０ｄを当接し、平板部７０ｎを介して平板部８０ｄに連結ネジ８１を螺
合することによって連結部品８０が取り付けてある。また、平板部７０ｍ及び平板部７０
ｐの入隅となる部分に平板部８０ｂ及び平板部８０ｄを当接し、平板部７０ｐを介して平
板部８０ｄに連結ネジ８１を螺合することによって第３羽根板７０Ｃに連結部品８０が取
り付けてある。
【００４９】
　第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｋに取り付けた連結部品８０に対しては、平板部８０ｃ
及び平板部８０ａを平板部７０ｃ及び平板部７０ｅの入隅となる部分に当接し、平板部７
０ｃを介して平板部８０ｃに連結ネジ８１を螺合すれば、一方の第１羽根板７０Ａを連結
することが可能となる。第３羽根板７０Ｃに連結した第１羽根板７０Ａに対しては、連結
部品８０の平板部８０ｃ及び平板部８０ａを平板部７０ｃ及び平板部７０ｅの入隅となる
部分に当接し、平板部７０ｃを介して平板部８０ｃに連結ネジ８１を螺合すれば、もう一
方の第１羽根板７０Ａを連結することができる。さらにこの第１羽根板７０Ａに対しては
、連結部品８０の平板部８０ｃ及び平板部８０ａを平板部７０ｆ及び平板部７０ｇの入隅
となる部分に当接し、平板部７０ｆを介して平板部８０ｃに連結ネジ８１を螺合すれば、
一方の第２羽根板７０Ｂを連結することができる。第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｍに取
り付けた連結部品８０に対しては、平板部８０ｃ及び平板部８０ａを平板部７０ｆ及び平
板部７０ｇの入隅となる部分に当接し、平板部７０ｆを介して平板部８０ｃに連結ネジ８
１を螺合すれば、もう一方の第２羽根板７０Ｂを連結することができる。
【００５０】
　なお、本実施の形態では、図１０に示すように、それぞれの羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７
０Ｃの上端となる部分、中間となる部分及び下端よりもわずかに上方となる部分にそれぞ
れ連結部品８０を配設することにより、羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃの相互間を連結す
るようにしている。
【００５１】
　上記のようにして構成したガラリユニット７０では、第２羽根板７０Ｂの平板部７０ｈ
と第１羽根板７０Ａの平板部７０ｄとの間を吸気口７１とし、かつ第２羽根板７０Ｂの平
板部７０ｇと第１羽根板７０Ａの平板部７０ａとの間を吹出口７２とした第１の通気通路
７３が構成される。同様に、第１羽根板７０Ａの平板部７０ａと平板部７０ｄとの間を吸
気口７１とし、平板部７０ａと平板部７０ｅとの間を吹出口７２とした第２の通気通路７
３が構成され、第１羽根板７０Ａの平板部７０ａと第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｎとの
間を吸気口７１とし、第１羽根板７０Ａの平板部７０ｅと第３羽根板７０Ｃの平板部７０
ｊとの間を吹出口７２とする第３の通気通路７３が構成される。また、図８及び図９にお
いて、ガラリユニット７０のもっとも左側となる部分には、第２羽根板７０Ｂの平板部７
０ｈと第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｍとの間を吸気口７１とし、第２羽根板７０Ｂの平
板部７０ｇと第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｊとの間を吹出口７２とした補助通気通路７
４が構成される。
【００５２】
　これら第１の通気通路７３、第２の通気通路７３、第３の通気通路７３及び補助通気通
路７４には、それぞれ反転通路部７３ａ，７４ａが構成されている。反転通路部７３ａ，
７４ａは、吸気口７１から吹出口７２に至る間に室内側から室外側に向けて延在する部分
である。また、第１の通気通路７３、第２の通気通路７３及び第３の通気通路７３では、
図８及び図９において、いずれも吸気口７１が室外側に開口し、かつ吹出口７２に対して
右側に位置するように構成してある。これに対して補助通気通路７４では、吸気口７１が
吹出口７２に対して左側に位置するものの、室外側となる部分が平板部７０ｍによって覆
われているため、実質的に吸気口７１が左側に向けて開口している。
【００５３】
　ガラリユニット７０を構成する羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃの上端には、カバープレ
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ート８２が設けてある。カバープレート８２は、矩形の平板状を成すもので、第１羽根板
７０Ａの平板部７０ｄから第３羽根板７０Ｃの平板部７０ｍまでの間においてそれぞれの
通気通路７３及び補助通気通路７４の上端開口を覆う大きさに構成してある。このカバー
プレート８２は、ネジ挿通孔８２ａを介して連結部品８０のビスホール８０ｇにネジ部材
８３を螺合することによって羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃの上端に取り付けてある。ガ
ラリユニット７０を構成する羽根板７０Ａ，７０Ｂ，７０Ｃの下端は、いずれも開放した
状態にある。
【００５４】
　このガラリユニット７０は、図２及び図３に示すように、第２羽根板７０Ｂの平板部７
０ｆがそれぞれ網収容凹部１１ｇ，１２ｇを構成する部分の室外側となる表面に当接し、
かつ補助通気通路７４が左縦枠１２に近接した姿勢で縦枠基部１１ａ，１２ａに設けた連
結ブラケット８４を介して枠体１０に固定してある。図からも明らかなように、枠体１０
に固定したガラリユニット７０は、外部パネル２０を閉じた場合、その室外側に位置する
部分が補強ヒレ部２０ｂの内部に収容された状態となる。
【００５５】
　上記のように構成した換気装置１００では、内部パネル３０を閉じた場合、図２に示す
ように、内部パネル３０と枠体１０との間にタイト材３４及び水密材３３が介在するため
、仮に室外が強風であっても室外の空気や雨水等の水が室内に侵入するおそれはない。ま
た、内部パネル３０を閉じた状態においては、外部パネル２０も閉じた状態にある。従っ
て、不要時においては室外への突出物をなくすことができる。
【００５６】
　一方、内部パネル３０を室内側に向けて開くと、図３に示すように、内部リンク部材５
２を介してスライダ５０が移動し、さらに外部リンク部材５３を介して外部パネル２０が
連動するため、外部パネル２０が室外に向けて開くことになる。これにより、室外に突出
する外部パネル２０が導風板として機能するため、外部の風向が枠体１０の表面に沿って
いる場合にも、室内に効率良く室外の空気を導入することができるようになる。このとき
、ストッパブロック５１によってスライダ５０の移動が制限されるため、外部パネル２０
及び内部パネル３０が必要以上に開く事態を未然に防止できる。しかも、ストッパブロッ
ク５１に当接したスライダ５０は、係合部材５７が係合することで、ストッパブロック５
１から離隔する方向への移動が制限される。このため、内部パネル３０から手を離した場
合にも、外部パネル２０及び内部パネル３０を継続して開いた状態に維持することができ
る。
【００５７】
　さらに、外部パネル２０よりも室内側となる部位にガラリユニット７０を配設している
ため、降雨の際においても雨水が室内に浸入する事態を招来するおそれがない。すなわち
、ガラリユニット７０においては、通気通路７３及び補助通気通路７４のそれぞれが反転
通路部７３ａ，７４ａを有したものであるため、室外の空気が通過する際に効率良く雨水
等の水を捕捉することができる。しかも、通気通路７３においては、吹出口７２に対して
吸気口７１が右縦枠１１に近接して設けられているため、外部パネル２０によって左側か
ら右側に導入された室外の空気が、通気通路７３において右側から左側に進行することに
なる。このため、上述の反転通路部７３ａ，７４ａの効果と相まって雨水等の水をより確
実に捕捉できるようになる。因に、通気通路７３及び補助通気通路７４において捕捉した
水は、開放した下端からガラリユニット７０の外部に排出されるため、室内に浸入するお
それはない。また、ガラリユニット７０の上端となる部位には、通気通路７３及び補助通
気通路７４の上端を覆うようにカバープレート８２が設けてあるため、外部パネル２０が
開いた際に生じる上方の隙間から雨水等の水が浸入したとしても室内に至るおそれはない
。
【００５８】
　ここで、上述の換気装置１００では、右縦枠１１、左縦枠１２、上枠１３及び下枠１４
にそれぞれヒレ状部分１１ｄ，１２ｄ，１３ｄ，１４ｄを設けるようにしているため、枠
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体１０の換気通路として機能する空間が内部開口１０Ａに限られる。このため、内部パネ
ル３０や網状体４０としては、内部開口１０Ａを対象として構成すれば良いため、外形寸
法を小さく設定することができる。また、スライダ５０と外部パネル２０とを接続する外
部リンク部材５３については、ヒレ状部分１３ｄ，１４ｄに設けたスリット１３ｍ，１４
ｍを通過させるようにしている。さらに、外部リンク部材５３が貫通するスリット１３ｍ
，１４ｍに対して室外側となる部位には、刷毛状部材６０を設けるようにしている。これ
により、枠体１０の内部においては、内部パネル３０や網状体４０に対してスライダ５０
を見付け方向に重なるように配置することが可能となり、見込み寸法が増大する事態を招
来することなく外部パネル２０の開閉を行うことができ、換気効率の向上及び異物の侵入
を防止することができるようになる。
【００５９】
　また、ガラリユニット７０についても枠体１０の内部開口１０Ａを対象として構成する
ことができるため、外部リンク部材５３と干渉することなく枠体１０の内部に配設するこ
とが可能となる。さらに、スライダ５０が上枠１３及び下枠１４の見込み寸法を二等分す
る中心よりも室内側に偏った位置を移動するように配設されているため、スライダ５０よ
りも室外側となる部分に空間を確保することができ、枠体１０の見付け寸法を増大するこ
となくガラリユニット７０を収容することが可能となる。
【００６０】
　なお、上述した実施の形態では、ＦＩＸ窓１に連窓される換気装置１００を例示してい
るが、ＦＩＸ窓以外の建具に連窓や段窓の形で取り付けられるものであっても構わない。
また、建具に対して換気装置１００の左右に沿った寸法が１／８であるとしたが、この寸
法はあくまでも例示のためであって、必ずしもこの寸法である必要はない。内部パネル３
０及び外部パネル２０の開閉機構や開き角度についても具体的を例示しているが、これら
内部パネル及び外部パネルの開閉機構や開き角度は実施のものに限定されない。例えば、
内部パネルの開き角度よりも外部パネルの開き角度が大きくなるように設定しても構わな
い。また、内部パネル及び外部パネルの開閉機構は、上枠や下枠に沿った軸芯を中心とし
て開閉可能となるように構成しても良いし、枠体に対してすべり出すように開閉可能とな
るように構成することも可能である。因に、上枠や下枠に沿った軸芯を中心として内部パ
ネル及び外部パネルが開閉可能となるように構成した場合には、縦枠にスライダが配設さ
れ、かつ縦枠にスリットを有したヒレ状部分が設けられることになるのはいうまでもない
。さらに、外部パネル２０と網状体４０との間にガラリユニット７０を備えた換気装置１
００を例示しているため、例えば室外が降雨時であっても雨水等の水が室内に浸入する事
態を招来することなく換気を行うことが可能であるが、必ずしもガラリユニットを備えて
いる必要はない。
【００６１】
　また、上述した実施の形態では、第２方向枠材である上枠１３及び下枠１４がそれぞれ
外周側となる外周枠部１３Ａ，１４Ａと、内周側となる内周枠部１３Ｂ，１４Ｂとを有す
るものを例示しているが、第２方向枠材が必ずしも２つの構成要素から成るものである必
要はない。さらに、第２方向枠材１３，１４にそれぞれレール１３ｋ，１４ｋを設け、レ
ール１３ｋ，１４ｋをガイドとしてスライダ５０を移動可能に配設しているが、スライダ
は必ずしもレールをガイドとして移動するものである必要はない。また、ストッパブロッ
ク５１を配設することによってスライダ５０の移動を制限するようにしているが、ストッ
パブロックは必ずしも設ける必要はない。なお、ストッパブロック５１を設ける場合に上
述した実施の形態では、係合部材５７を設けることによってスライダ５０をストッパブロ
ック５１に当接した状体を維持するようにしているため、室外の風が強い状況に合っても
内部パネル及び外部パネルを開いた状態に維持することが可能であるが、係合部材５７を
設ける必要はない。
【００６２】
　さらに、上述した実施の形態では、第１方向枠材である右縦枠１１及び左縦枠１２にも
ヒレ状部分１１ｄ，１２ｄを設けるようにしているが、必ずしも第１方向枠材にはヒレ状



(14) JP 2018-155012 A 2018.10.4

10

部分を設ける必要はない。また、塞ぎ部材としてモヘアと称される刷毛状部材６０を例示
しているが、必ずしも刷毛状のものに限らず、例えば、弾性部材によって薄膜状に構成し
た塞ぎ部材を適用しても良い。なお、塞ぎ部材６０は、外部リンク部材５３の一方の表面
側及び他方の表面側の双方に設ける必要はなく、いずれか一方の表面側に設けるようにし
ても良い。さらに、塞ぎ部材６０を設ける部位は、必ずしもヒレ状部分１３ｄ，１４ｄの
全長である必要はなく、スリット１３ｍ，１４ｍを覆い隠す部位にのみ設ければ十分であ
る。また、必ずしもヒレ状部分１３ｄ，１４ｄよりも室外側に配設する必要はなく、ヒレ
状部分１３ｄ，１４ｄよりも室内側においてスリット１３ｍ，１４ｍを塞ぐようにしても
構わない。
【符号の説明】
【００６３】
　１０　枠体、１０Ａ　内部開口、１１　右縦枠、１２　左縦枠、１３　上枠、１１ｄ，
１２ｄ，１３ｄ，１４ｄ　ヒレ状部分、１３ｋ，１４ｋ　レール、１３ｍ，１４ｍ　スリ
ット、１４　下枠、２０　外部パネル、３０　内部パネル、３０ｂ　突出部、３４　タイ
ト材、４０　網状体、５０　スライダ、５１　ストッパブロック、５２　内部リンク部材
、５３　外部リンク部材、５７　係合部材、６０　刷毛状部材、６０ａ　上方刷毛部、６
０ｂ　下方刷毛部、７０　ガラリユニット、１００　換気装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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